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１　音楽Ⅲの目標
（１）音楽Ｉ及びⅡの学習を基盤として，生徒一人一人の能力・適性，興味・関心等に応じた活動に
より，個性豊かな音楽の能力を高める。

（２）音楽の諸活動を通して，生涯にわたって音楽を愛好していこうとする心情を育てる。
（３）我が国や郷土の伝統音楽についての理解を一層深めるとともに我が国や諸外国の様々な音楽文化を尊重する態度を育てる。
２　目標達成のための基本方針
音楽Ⅲでは，音楽Ⅰ及びⅡの学習成果を基盤として更に一人一人の能力・適性，興味・関心等に応じ
た多様な学習活動を展開し，卒業後も永続的に音楽にかかわっていこうとする意欲を高めるとともに，一人一人の個性に応じた豊かな音楽能力を身につけさせたい。また，芸術科音楽の最終段階であることを踏まえ，生活や社会における音楽の意義や在り方に関心をもつなど，幅広い視野で音楽を捉えることのできる豊かな音楽観を育てたい。

そのため第一には，各題材において一人一人の興味・関心，進路，能力・適性等に配慮し，表現方法や表現形態を選択させるなど，個に応じた学習内容と授業展開を工夫する。第二に，歌唱及び器楽の表現活動においては音楽Ⅰ及びⅡの学習成果を踏まえ，音楽の構造上の特徴を捉えること，作曲者の意図を探ること，楽曲のよさを見出すことなどに着眼させ，その上で明確な表現意図をもって歌い，演奏するよう指導する。第三に，鑑賞活動においては楽曲や演奏について根拠をもって批評したり紹介文を作成するなど，音楽のよさや美しさを言葉や文章などで表したりする活動を一層充実させるよう工夫する。
第四に，日本や郷土の伝統音楽に幅広く親しませ，音楽を地域や風土，諸文化とのかかわりから広い視野で捉えられるような題材設定を工夫する。
３　指導計画作成上の配慮事項について

（１）音楽を形づくっている要素を知覚・感受し理解することなどを基にして，音楽の構造を把握し，作詞者や作曲者などの創作意図を探って楽曲のよさを理解する。また，それぞれの楽曲の文化的・歴史的背景をふまえて楽曲の解釈を行い，自分が表現したい意図を明確にもって，多様な表現形態にふさわしい表現(歌唱・器楽)の仕方を工夫したり，鑑賞したりする。
（２）和楽器やリコーダー，ギター，ハンドベルなどの奏法を身につけ，楽器の音色や奏法の特徴を生かす技能を応用しながら，よりよい表現を追求して演奏する。
（３）我が国及び郷土の伝統音楽や世界の各地域の諸民族の音楽の特徴を知り，その価値について考えて，音楽文化を尊重する態度を育てる。
（４）創作の参考となる既成の作品や作曲家の手法などを学習し，表現意図を明確にもった自分らしい音楽を創作する。
（５）我が国及び諸外国の音楽の特徴，音楽と他の芸術や文化とのかかわり，生活及び社会における音楽や音楽にかかわる人々の役割について理解を進め，音楽の多様性やそれぞれの価値について考え，これからの音楽の在り方について考察していく。
